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げ込む非禮を許されSば，星名のα，β，γ，δ＿＿＿＿を思ひ切ってその儘の

三音で使用し，紛はしいしア星■Lが星「を止めて戴きたいのである．大多数の

三三諸氏は英語を諌まれる人々で，從ってこのalphabetとその三音を畳える

ことはさして困難ではない．代数の本でもその一一一一端は教へられる．最初から

一三に箆えてしまふ方が星圃を見るにも二重の手激が省ける．且つLアーILガー1

等々の片假名は活字の聞に混ると，ゴシックでもない限り，印象が弱いし，

誤植をも免れ難いと思ふのである．妄言多罪．（4．21）

天文用語に朝する私見（5）

　　　（特に野尻氏の女に答へて一i）

山　本　一　清

　近來，天文々學界に活躍せられる野尻氏の星座の名につv・て愚見に封ずる

御高説は，かねてから大に期待してみた所である．從って，別頁の如き同氏

の玉稿については敬意を以って讃んだ．さすがに老練家であるため，自分の

如き者の眞意をよく了解せられ，多くの黙に於いて，同意して下さるのを嬉

しく思ふ次第である．

　氏の御意見を拝見して見ると，HydraをLヒドラー】，　Hydrusをしみつへび「

に御同意して下さるのは喜ばしい．

　Pegasusは，愚見によれば，祠i回しベガスー！であって，　Ll帥馬ペガズー1では勿

論ない．帥ち“示巾馬”は説L弱語である．我が日本語には時々このやうな説明

語の必要を感じる．何となれば，輩にカタカナだけでは，人名だか，地名だ

か，叉は其の他の特種な言葉だか，判明しない（殊に，漱米と全く異なった

歴史や人情や，風習や傳統を持ってるる我が日本人にとっては）ため，第”

印象の混齪する揚合が多いから．
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　さて，又，“二藍”も“天馬”も誠に結構である．殊に之れ等とまぎらは

しい他のものが全天ocは存在しないのだから・しかし・考へて見うと・少々

此等の漢語は豊塗至ぎ誕型しいではあるまいか？　自分は・英法佛西伊の如

き激米の主要文化國が共通の綴りで用みてみる言為ならば，H本語に於いて

も，わざわざ邦語化しないで，む’しろ洋語の臭ひのするカタカナのまNで置

いた方が好V・ではな）・かと，出生から考へてるる．Cassiopeiaを支那人のや

うに“仙后”としないでLカシオペヤ「のまX　1’こしたり・HercUlesを支那流

にtC武辺”としないでしヘルクレス■のまNにしたりする意味の一部は此の黙

にある．だから，“翼馬”やtC天馬”や“神馬”としないで，　Lペガス「を

自分は主張するのである・

　更に一言するに，Lペガスス「を自分は好まない．何となれば，スだの，叉はク

だの，ムだの，ノレだのと言ったやうな文字は，洋語から邦語に減した文の中

に於v・て，必ずしもsuとか，　kuとか，　muとか，　ruとかの如き子音と母

音との合併した揚合でなく，時々は輩にS・k，m，rの如き，母書を持たない子

音の代りにも用ゐられる．一って，Lペガスス「の中の第一のスはSUであり，

第二のスは輩にsであるとV・ふζとを匠賦することが，出山れば望ましいと

思ふ．一脈る人々は曇れをLペガサス、と書く．此頃，費り出したガソリン

も“ペガサス”である．しかし，諮れも自分は妊まなV・．短音のUをア行

のカタカナで置き代へる習慣につV・ては，自分は敢へて現代の日本人英文學

者に反省を促したV・と思ふ自分は，かつて，若かりし頃，一米入天文學者

との會話中に，SUIIを“サン”と（繰り返し）磯忘して見て，どうしても通

じなかった経験を思ひ起す．其の時は，途に紙上にSUNと書いて見て正解

して貰った．無論，日本入である自分の三音の未熟であったことが此のトラ

ブルの盗心であらう1しかし，試みに思へ，話し相手は彼我共に天文富者な

のだ2　英語を話す二人の天文學者が，二三十分も打ち解けて豊鳴する途中

に，“サン”と言ったがために，行きつまったとば［【勿論，多くの日本人

が獲音する“サン”は，むしろsonに近いものであることは判ってみる，

故に，自分が“サン”と言った時に，相手が几其れはSOnの意味だろうか？V

と一斗考へて見ただろうζとは想像される．しかし，之れをsonと解繹すれ
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ば，c⊂）lttextと合はないことは直ぐに肯かれる筈である．故に，自分の相手は，

断然，SOn．と解記しないで，むしろIl／何の意味だか物と疑ったのである！

　とにかく，SUI’1をCCサン”と1．｛本人が獲音することが大間違ぴなのだつ

いては，理屈を後に譲って，⊥事，耳で學問する開港地あたりの車夫馬丁の

英語を聞け！彼等は・・pをコッフoJ　tunnel　tf　1・ンネ・レ・P・mpをポンフ●・

臨kを1・　・・　v一コ，叉は1・P，等々々々と獲回してみる之れで，彼等は不自

由なく會話してみるのである．故に，sunだつて，“サン”と言はないで，

敢へて“ソン”と獲音した方が，外人には通するのである．現に自分は，あ

の事あって以來，決し一d・．・u・を‘‘サジ’と言はす，丁寧に“ソンJ’と獲音

してみる．そして，一一度も聞き返されたことが無い．

　叉，英語のuの短音は旧く陸語で・にtH　h’する揚合が，少なくない英

語のsunは，ドイツ．吾でSOImeである，

　要するに，uの短音は，むしろH本語のオ行に近い．故にPegasusの揚

合にも，最終字のsまで生かすつもPならば，4うしくしペガソス1iとする

のが好いと思ふ．同じ流義に，固有名についても，AristarchusはLアリス

ク，レカズではなくて，．アリスタルコス■と言った加唄に近く，叉，實に

Aρeσταρxogといふギリシャ原語にも近い，

　しかし，自分は再びPegaSUsの元に返って，一usは男性語尾なのだから正

確には“男のベガス”と言ふべきであるけれど，幸か不幸か，日本語には姓

臨別は無v“のが本格的であるから，“男の”を省いて，輩にLペガスnとする

ことを主張するのである。

　Craterを“カップ”と課することが不可である一其の理由は，たまたま上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tlにも詳しく・述べた原1’r：ucよって明らかであろう・師ち，ラテン語“　Crater

を英語“cup”に相當するものとしゃう・しかる場合些こ・cupをカタ，カナ日

本語で置き換へるには，かの尊敬すべき車夫馬丁二君に習ってLコップ．1とす

るこそ正しいのであって，決して‘・カップ”とすべきではない．論者は或は

“今は師にカップが立派な日本語になつで了ってみるのだ”と言はれるかも

知れない．それならば，“コップ”だって既によほど以前から立派な日本語

ではないか1所謂“カップ”と（‘　：rツプ”と，共に共の三唱が英語のCL’p
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である！！　一罪，こんな滑稽なものになって了つたのは，眞の日本語を知ら

ず，愛せす，デタラメに新語を作って，少しも其の前後善…悪の判断を顧みな

い“モダン・ボイ”たちの無反省によるものであるが，しかし，自分をして

言はしむれば，こんな無差別，無統制に，すべてを混齪のまsに，冷笑して

顧みない英文學者の無責任や非愛語的，非愛國的な日常の態度によるとしな

ければならない．

　一膿に今日の壮語二者も英語學者も，我が日本語の成長や進歩や，将來の

ことについては少しも考へてるないらしい，近年，殊にぴどく日本語が壌れ

て行く事實を目前に見ながら，杢く之れを獄高して，顧みない無責任さtcは，

自分は三生から81賞概してみる．Scienceを明治初代の先輩たちは“二二”と

課した．そしてひろく之れは今も構威霊に用ゐられてるる．しかるに，何も

知らない若僧たちが，誰にも無断で，tt科學”といふ新賦払を用ゐ始めた．

“理學”と“科學”と，二つながらScienceの一語であって，二つとも用ゐ

られてるる．上れにつV・ては國語學者が奮起して整理しなければならなV・．

それをしなV・で，i獣親してるる．一

　明治の初め，先輩たちはNebulaを“二二”と嘉した．ところが，之れを

知らない若い連中が，同じ原語を‘‘星雲”と詳して，盛んに，ひろく用みる

に至った．此の揚合にも，やはり國語二者は知らぬ顔である・

　尤も，“理學”と“二心”との併立，叉，“星霧”と“星雲”との併立

一一一 ｻれ等が，他に少しも迷惑や妨害を與へない間は，それでも宜しい．し

かし，今は既に多くの人々が詰んでみる通り，‘‘科學”と“化學”とは混羅

して，相ひ冒し合ってみる現状である．叉，，，星雲”は，近年star－cloudと

いふ新原吾の出現によって誤解されんとしてみる！　だから，何とかしなけ

ればならない現歌である．（未完）

　　　　　　　　　　新元素（Cエレクトルム”

　S・Al・ht）r・vicicといふ人は最新の物理學説を用みて，陽電子と陰電子と各々一つづ

つからi熟しく一種の元素が出触ると假想し，守れをelectrumと命名し，この種のも

のが太陽のコロナ中に存在するかも知れないと想像してみる・しかし陽電子一つの壽

命ぱ極めて短かいのだから，此のclectrmuが生するためには非常に稀な揚卸を想像
しなけれ．ばならない・


